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都道府県番号 ８
都道府県名 茨城県

【 ① ② ③ 】□ □Ⅰ 学校名及び規模

学校名 麻生町立行方小学校
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数
学級数 １ １ １ １ １ １ １ ７

１２
児童数 ９ １８ ２５ １８ １３ １６ ５ １０４

Ⅱ 研究の概要
（１）研究主題

学ぶことの楽しさや充実感が味わえ 「確かな学力」の定着を図るための指導法の工夫，
～児童一人一人に基礎・基本の定着を図る学習活動をめざして～

（２）研究主題設定の趣旨

新学習指導要領の趣旨を踏まえた教育は，子ども一人一人が経験したり，学ん
だりしたことを生かしながら，新しい問題の場面と進んでかかわり，自ら考えた
り，判断したり，試みたり，表現したりする能力や資質を育てることが必要とさ
れている。こうした能力や資質は 「生きる力」に密接に結び付いている 「生， 。
きる力」の知育の部分では 「自分の課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体，
的に判断し，行動し，よりよく問題を解決する能力」である。
情報があふれ，めまぐるしい変化を続ける社会の中で，自分を見失わず対応し

， 。ていくためには 自己の生き方を考える幅広い問題解決能力と実践力が不可欠である
これらを踏まえて，学習指導の工夫・改善を考えたとき，子どもたちが自ら問

いかけて，考えていく過程を通して，基礎・基本の確実な定着を図りながら，学
ぶ楽しさを味わっていく授業を目指していくことが必要だと考え，この研究主題
を設定した。

Ⅲ 研究の概要（選択した観点を中心に記述すること）
（１）研究推進体制の工夫

本研究を学校全体で学力向上に向け推進していくため，全職員による研究体制
を次のように整え，授業研究部以外に環境・調査・記録部を設置した。

（２）研究の実際
① 楽しさや充実感を味わえるための学習指導法
〈学習形態〉
ア ティーム・ティーチング（以下ＴＴ）を生かした指導
○ 基礎的・基本的内容を確実に身に付け，主体的，創造的な学習を展開。
○ 一人一人を大切にしたき
め細かな授業の実践

イ 少人数指導・習熟度別指導
○ 長所を生かし，短所を補
いながら一人一人に対応し
た指導の実践。

ウ 課題別学習
○ 課題間の差をあまり大き
くしないようにして，興味・関心に応じた課題選択を加味した内容に設定し
た。

エ 算数的活動
○ 具体的な操作活動を多く取り入れ，直接経験を生かした学習を取り入れた。

② 評価内容・方法の工夫改善
ア 「評価規準」の作成

指導と評価の一体化をするため本校独自の単元毎の評価規準(Ｂ規準)を作
成 （次頁 一部抜粋）。

授 業 研 究 部

校長 教頭 研究推進委員会 全体研修会

環境・調査・記録部

学
年
学
級

少人数指導・習熟度別指導の長所と短所

長所（教師側○，児童側●） 短所（教師側○，児童側●）

○目が行き届く ○多様な見方・考え方を指導しにくい
○きめ細かい指導ができる 技能面 ○学び方を指導しにくい（ ）
○声かけが多くできる ○目が行き届きすぎて手をかけすぎる
○ノート指導がしやすい ○一人一人の声が聞こえすぎて対応に
○実態に応じた指導ができる おわれる
●たくさん声をかけてもらえる ●多様な見方・考え方にふれにくい
●個人的に指導してもらえる ●先生に依存する傾向が生まれる
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イ 「単元系統図」の作成

ウ 「名称，語句，公式等における学年別基礎基本事項」の一覧表の作成

エ 「身に付けさせたい基礎・基本」の作成
目標に準じて１時間１時間で児童に身に付けさせたい内容を児童の学習活

動・内容と合わせて一覧表にした （一部抜粋）。

オ 処理・技能面での確実な定着化（自作ドリルの作成と繰り返し練習）
計算処理問題を中心に作成し，授業での学習内容の確認問題，あるいは復習

問題，繰り返し練習問題として活用した。
③ 学習環境の整備
ア 算数的（数学的）考えの素地を培うための「算数ランド」の設営。

学習資料（具体物，半具体物及び教材教具）の整備と活用。
○ 授業での使用を目的に作成した半具体物等も児童の思考の連続を図った

全学年を見通した算数科
での各領域別の単元系統を
図式化。
○ 各学年の単元の流れを
把握した。
○ 領域別に各学年相互の関
連性を把握した。
○ 児童のつまずきを調査
・確認する上で振り返り
やすい。
○ 学習計画を立てたり，
既習未習を調査・把握す
る上で有効に活用した。

（一部抜粋）

表は各学年で学習する
名称や語句，求積公式，
図形の各部の名称，単位
…など，知識・理解面で
の基礎・基本となるもの
を一覧表にした。
指導・支援の際 「○，

○は△年生で学習してい
る」という情報をつかん
で指導にあたった。

（一部抜粋）
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り，反復練習の機会を多く与える意味で算数
ランドに整備し，まとめておくようにした。

○ 算数ランドと教材室を併設し，市販の教材
等も開放し，活用できるようにした。

イ 算数環境の整備，充実…教室内の算数コーナ
ーの活用。

ウ 廊下掲示板の活用（クイズコーナーの設置 。）
学年に応じた頭

の体操的クイズ。
エ 外環境に実物描
写(長さ，面積，
図形)…算数的遊
びの実現。(写真)

④ 評価資料の工夫・
改善
どの単元でも使用できるような自己評価カード

を作成し，活用した （右図）。
（３）研究の成果と課題

平成 年度の調査では，算数の勉強を「楽し14
68.6 15い と答えた児童は ％であったが 平成」 ， ，

年度の調査では， ％と約 ％高くなった。78.0 10
14 15算数に関する意識調査では平成 年度 平成，

年度の結果を比較すると，どちらもほぼ同じよう
な結果が見られた。ただ，わずかである
が，平成 年度は，ＡやＣに移行して15
いることは，着目すべきである。解き方
がわかるよりは，その方法で問題が解け
ることの方が高度であるし，みんなの前
で発表することは，深く理解していない
とできないことである。このことは，児
童も算数を学ぶ真の楽しさに気付き始め
ている証であると思われる。
算数の少人数指導では，評価規準・

身に付けさせたい基礎・基本事項及び内容を明確にして授業を行ったことで，指
導や評価の観点がしっかりし，効果的な指導を行おうとする姿勢づくりにつなが
った。また児童が継続して自己評価を行うことで自分の理解度を知ることができ
るとともに教師側も児童に対して支援の工夫を図ることができた。
今後は以下の内容について継続研究を推進していきたい。

「 」 。○ 算数科での 基礎的・基本的事項 の一層の定着を図る学習指導の推進と継続研究
○ 研究する内容に国語科を加え，学習課題を把握し自力で課題解決をすること
のできる児童を育てるための研究。

○ 小中学校での互いの授業参観や合同研修会などの連携。
○ 既習の内容を身に付けている児童への発展的な学習の教材開発及び教師の支
援を必要とする児童への補充的な学習の教材開発。

（４） 研究成果の普及の方策
＊ 平成１５年１１月２１日（金）に茨城県フロンティアスクール及び鹿行地区
教職員及び麻生地区保護者対象に研究発表会を開催した。
平成１６年１０月２９日（金）に研究発表会並びに研究協議会の実施を予定

している。
http://sopia.or.jp/nameel/＊ 研究成果普及のためのＨＰ作成

＊ 全学年算数科における「身につけさせたい基礎・基本」を作成した。
＊ 各学年で「自作問題集」を作成し，計算を中心とした技能向上を図った。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。
【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校□
【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級□

１３～１８学級 １９～２４学級□ □
２５学級以上□

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他□ □

【研究教科】 国語 社会 算数 理科□ □ □
生活 音楽 図画工作 家庭□ □ □ □
体育 その他□ □

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無□
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Ａ　自分の力で問題が解けたとき

Ｂ　問題の解き方がわかったとき

Ｃ　自分の考えをみんなの前で発表しているとき

Ｄ　練習問題に挑戦しているとき

64.4

61

22.9

45.8

70.5

52.4

25.7

41.9

どんなときが楽しいですか

Ｈ１４

Ｈ１５



- 29 -

【特色ある取組事例としての紹介したいポイント】
・ 身に付けさせたい基礎・基本」の作成。「
・ 名称，語句，公式等における学年別基礎基本」事項の一覧表の作成。「
・ 領域別単元系統図」の作成。「
・学年の実態を考慮した「自作ドリル」の作成と繰り返し練習の実施。
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